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第 一 編 大 面 積 の 更 新

原生林 に於 て山火に より大面積更新の行はる 事ゝ は既に総説 に述べた る虚な るも、

我演習林 に於 て炭化物の磯見其他 に ようて山火事實 を調査 せ るもの次の如 し。

I)第 一林班に於て調査地 を掘起せ るに エゾマツ、 トドマツ の炭化せ るものを登

見せり 。

2)第 十四林 班に於て 立木彿下の毎木調査の際土地 を掘起せ しに エ ゾマツ、 トド

マツの炭化粉 を多寿数登見せり 。

3)第 十二林 班、第二十八林 班を通ず る軌道建設に際 して叉多数 の炭化物 を登見 し

たり。

4)演 習林 北部 千輪澤、明月澤附近の平坦林に於 ける大面積 のエ ゾノダ ケカ ンバ、

ハ ンノキ等、密生せ る潤葉樹地域 を生ぜ るは 周園の事情 よう推定 して 山火後 に

成立せ る潤葉樹林 なり。

5)第 十四林 班、第 十三林 班 を通ず る延長1400nlの 植生調査の箇所を各IOm毎

に土地を掘起 した るに 次表の如 く炭化粉末及腐朽倒木の焼残せ るもの、焼石等

を多数発 見せ う。
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第 一 表

備 考 ×印 は炭化物粉末層 あ るもの0印 は炭 化物粉末暦の二重 な るもの 第一圖・第七圖参照
■
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此事實 により 演習林平坦 部の大部は山火後 に成立せ る森林なり と認め らる。 依て

本章 に於 てては 此大面積更新の過程 を明か にす るために 演習林 内にて顯著な る山火

の實謹あ る次 の三ケ所の調査 をなせり。

1)焼 跡 地

2)炭 化物 を登見するエゾマツ、 トドマツ壮齢林

3)炭 化物 を登見す るエゾマツ 、 トドマツ老齢林

今順次之 を説 明すれば次の如 し。

第 一 章 焼 跡 地

第 一 節 位 置、地 形 及 土 壌

本 演習林 を貫流 する保恵川の南部 を占む る約2500haの 大面積の焼跡地 にして此

内演習林 に属す る地域1ま約14∞ha,海 抜高は 軍道部 に於 て132乃 至153m,焼 跡

地最奥部 に於 て 約200mな う(第 一圖参照)。

地形概 して 平坦に して 保悪部落より 漸次高ま う演習林南界 に至 る5.5kmの 距離

に於 て僅かに20mの 高差な り、局部的には小起伏あbて 地況及植生を異 にす。

土壌淺 く焼残物及粗腐植 土の下には稽黒色土あ う其下層は各所 を通 じて 灰色土存

し、次の25乃 至30cmは 石礫 を含み其下層20cmは 砂及大角礫多 し。

今焼跡調査地II附 近 の甲乙二箇所の調査 を示せば次の如 し。

第 二 表

甲1乙
調 査 地

暦 の 厚 さ1暦 の 厚 さ

難 響 圭 器}一
灰 色 土5cm5cm

石 礫 土35cm35cm

砂 及 角 礫18cm40cm

計81cmgocm
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叉 附近 の局部的低所には灰色盤土堆積 し厚 き層をなし地下水 の滲透甚だ悪 乙。 こ

の局部的低所 と灰 色盤土の集積 は、此焼跡地 を通ず る軍道側 排水溝 に現 はれ、土地

は一般 に極めて乾燥 し、嶢残湿域 の立木地 にあbて は殆ん ど普通の林 内 と鍵 らざ る條

件 を保 ち土壌 は比較的多量の水分を含有す(演 習林 報告 第 一號37頁 参照)。

第 二 節 嶢 跡 地 ・一 般 状 況

本焼跡地は保惑川の南側 に沿ひて接 外 附近 には ダワシカ と稽 して土人の鮭鱒の

捕 獲地 あ う、又露領時代 よう農耕せ る箇所あ りて、 山火発生 も落雷の如 き自然的原

因.と共 に又此等 土人の人爲的原因 に起因す ることも想定 し得 らる。

此嶢跡地 は猛烈なる樹冠火に 罹 うた るものの如 く、延焼区域には 樹幹の残存せ る

もの勘 く、僅かに亘大 なるグ イマツの樹 幹のみ焼残枯死 して聾立 す。 而 して 焼跡地

奥部 には焼残遺物 を一 つも存せざ る程度の焼失劇甚の もの あ 外 或涯域 には二回 乃

至三回山火の発生 せ るを認む、 叉 生立木の焼 け残れ る区域は第一圖に見 る如 く東西

に狭長な る帯状 をなし、此焼残区域は主とし て軍道側附近 に存 し・樹種はエゾマツ・

トドマツな う。

火災後生立 の樹種は エゾマツ、 トドマツ、 グイマツ、エゾノダケカンバ・ ドロ等

樹 高5乃 至6mの 幼齢林木多数発生 せ るを見 る、草生地は ノガ リヤス類 を主 とし、

ヤナギラン、 ムラサキニガナ、エ ゾイチゴ等多 く、七 入 月の候は一面 ヤナギラン、

ムラサキニガナ等の美花を以 て掩はれ焼跡地特有の景観 を呈す。

第 三 節 罹 災 年 の 決 定

演習林 に孕在す る面積 約1400haの 前記焼跡地 につ きては嶢 け残 りた る区域 の林

縁 木を伐採 し圓盤の年齢 に よりて山火痕跡 を調査せ るに次の結果を得た う。
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第 三 表

以上の調査 より現在焼跡地は25年 前大山火 に罹り て全部壊滅 し其後軍道附近 に於 て

g乃 至10年 前更に局部的に山火の発生 せ るもの と認め らる。

第 四 節 植 生 調 査

植生調査は次の如 くベル ト調査及び区域調査の二方法 を行 ひた う。

1)ベ ル ト調査 本調査は前述焼跡地の中央 を通 る軍道 より北西 に、幅Im延 長

3∞Omのベル トに就 き各IoOm毎 に植物種類並に被覆度及頻度 を調査せ るもの

にして、海抜高は14g乃 至168m,殆 んど焼残立木 を存せざ る草生 地 を貫通 し

て区域 を設定せ う(第 一圖参 照)。
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其結果は第五表の如 く一般に植物種類勘 く、叉 被覆度 も著 し く低 く唯 エ ゾイチ

ゴ、マノンバシ毛ツケ、コケモモ、エ ゾイソツツジ等が局部的 に密生す る外 は散生

状態の もの多し。

頻度 多きものは イノ・ノガ リヤス、エブィチゴ、ヤナギラン等 にして之れ焼跡地の

特徴植物 な う。

マヒヅノンサ ウ、ミツバ ワウレン、ゴぜンタチバナ、リンネサ ウ等は 馨 閉せ る林 内

に よく生 す るも、上方全疎開の焼跡地 にも生ぜ ウ。

ヤマハハ コ は馨 閉せ る林 内には見 るこご少な きも嶢 跡地の如 き乾燥 開陽せ る威

に特有なるものの如 し(第 五表参照)。

2)厘 域 調 査 本調査は前述の 焼跡地 中、焼け残 うた る立 木の 存せ る区域及罹

災後 に更新せ られた るもの に夫々Ihaつ つ次表の 調査地 六 ケ所 を設定 し之が

地表植物につきて縦横 各線 のペノント調査 を行ひ、植物種類、被覆度、頻度 を調査

む、林木につ きては樹種、大 さを夫々調査せ う(第 六表墾照)。

第 四 表

無立 木草 生地

エゾ ルダケ カンバ(山火 後の成 立に しで樹 高5乃 至6m.稽 疎生せ り)

エゾマツ、トfマ ツ、xゾ ルダケカ ンバ(山 火 後の成立に して樹 高5乃 至6mの もの、疎生)

焼残区域に接 す るエソマ ツ、トfマy(山 火後 に成立せる もの樹高5乃 至6mの もの疎生)

グイマツ、エゾ マツ、トN"マツ(山 火後 の成立 に して樹 高7乃 至8mの もの鬱藪 中庸)

焼残立木匠域

(イ)調 査 地1(無 立 木草 生地)

本 調査地 は 最近 に罹 災せ る区域 に して 焼 残立 木 な く相 當烈 し き樹 冠火 に罹 りた

る如 くに して炭 化 せ る樹 幹 残骸 の腐壊 せ る垣 域 なれ ば、地 表植 物最 も勘 く、イノ・

ノガ リヤス、エ ブイチ ゴ、ヤ ナギ ラ ン、エ ゾ ム ラサ キニガナ、ヤ マノ・ハ コ等焼 跡地

に特有 な る植 物 のみ を生 じ、 唯僅 か に マ ヒヅノンサ ウ、エ ブチ ドリ、マノンバ シ毛 ツ

ケ・オク ク ロウス ゴ、コ ケモ 毛、リンネサ ウ等 前代 森林 の地 表 植物 を残存 す 。
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(ロ)調 査 地II(エ ゾノダ ケカ ンバ 林)

本 調査地 は山 火後 に生 立せ る、エ ゾノダ ヶカ ンバ及 び ヤナギ類 を主 として、エ ゾ

マ ツ、グ イマ ツ の混生 せ る 樹 齢20年 内外、樹 高5乃 至6mの 疎立 せ る幼齢 林

に して、土地 梢灘 氣 多 く地 表植 物 も其種 類 を増加 し、特 にノ・ンゴ ンサ ウ、 ヨブス

マサ ウ、カ ラフ トミ ミカ ウモ リ、ミヤ マ ワス レナ グサ、エ ゾオ ホバ セ ンキ ウ、ホ ソ

バ ノダ ケ 等 梢 陰 灘生 植 物 を生 じ、 ゴぜ ンタ チバ ナ は 調 査地VIの 焼 残区域 ご

同様 に著 し く生 ず 。 イハ ノ ガ リヤ ス、エ ゾィ チ ゴ、ヤナ ギ ラ ン、ヤ マハ コ コ、エ ゾ

ノ ム ラサ キニガナ等 の焼 跡地 特徴植 物 は其頻 度相 當高 きも調査 地Iの 如 き全 然

林 木 を欠 く草 生焼 跡地 よ う却 て其頻 度 を減 じた う。

(ハ)調 査 地III(エ ゾマ ツ、トドマ ツ林)

本 調 査地 は山火後 に生立せ るエゾ マ ツ、トドマ ツ、グ イマ ツ、エ ゾノダ ケ カ ンバ の

混生 せ る箇所 に して 樹 齢20年 内外 の疎 立せ る幼 齢林なり 。 嶢跡 地 に共 通 の特

徴植物 た るわ ・ノガ リヤ ス 、エ ゾイ チゴ、ヤナギ ラン、ヤマハノ、コ、エゾ ノ ムラず

キニ ガナ を生 す る竜特 に本 調査地 には マノンバ シ毛 ツケ 甚 し く繁茂 せ るを見 る。

ア キノ キ リンサウ、カ ウゾ リナ、エ ブヨモギ 、 タ チコ ゴメグ サ、キ ソチ ドジ等 梢

灘 地 を好 む植 物 を生 じ、局部 的 に ミヅ ゴ ケ あ りて前代 森林 の湿地 化せ る痕 跡 を

存 せbI)。

(二)調 査 地IV(エ ゾ マツ、トドマツ、グ イ マ ツ林)

本 調 査地 は 山火 後 に生 立 せ る エ ゾ マ ツ、 ト ドマツ、グイ マ ツの存 す る樹齢20年

内外 の疎 立林 に して焼 残区 域 に接 す。 焼跡 地 に共 通の特 徴植 物 な る イノ・ノガ リ

ヤス、 ヤナギ ラ ン、ヤマハノ・コ、エ ゾノ ムラサ キニ ガナ を生 じ尚ほ 一般林 内に よ

く生 育 す る、リンネサ ウを多数生 ぜ6。

(ホ)調 査 地V(グ イ マ ツ、エ ゾ マ ツ、トドマ ツ林)

本 調査地 は山火 後 に生 立せ るグ イ マ ツ を主 とせ る幼齢林 中 にエ ゾ マ ツ、トドマ ツ

の混生 せ る箇所 にして樹 齢20年 内外 の馨 閉中庸 な るものなり 。 本 調査 地 には

1)演 習林報告第一號37頁 参照
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グイマツの亘大 な る焼 残 枯死 せ る樹 幹 の聾立 す るもの多 く、且 土地甚 だ淺 く石礫

多 くして乾 燥 す。

地 表 植物 は嶢 跡地 の特 徴植物 イハ ノガ リヤス、エ ブ イチ ゴ、ヤナ ギ ラ ン、ヤマノ、ノ・

コ、エ ブノ'ムラサ キ ニガナ等 多 く、其 中 に てモ ゾイ チゴ、ヤナ ギ ラン、ヤ マノ・ノ・コ、

エ ゾノ ム ラサ キニガ ナ は其頻 度少 な きも リンネサ ウ は林 内 と同様 其数 を増 加せ

う。

本 調査地 は特 に マル バ シモ ツケ、ヒメ シヤク ナ ゲ、エ ゾ イ ソツ ツジ、オクク ロウス

ゴ、コケモ 毛等 の前代 グ イ マ ツ老齢 林 に於 け る灘 地 化せ る時 代 の特 徴植 物 を猶残

存 せ う。

(へ)調 査 地VI(焼 残区 域)

本 調査 地 は エ ゾマ ツ、 ト ドマ ツ の 焼 残せ る区域 に就 きて 樹齢200年 内外 な る

エ ゾマ ツ、トドマ ツ林 の 梢疎 開せ る部 分 を含 み て設 定 し、山火 に よる焼残区 域 の

影 響如 何 を知 る ことを 目的 とせ う。嶢 跡地 特徴植物 た るイハ ノ ガ リヤス、エ ゾ ィ

チ ゴ、 ヤナギ ラ ン、 ヤマハ ノ・コ、エ ゾノ ム ラサ キニ ガナ 等 は其 頻度 及被覆 度 少 な

く、エゾ カハ ズ スグ、リンネサ ウ、マ ヒヅノンサウ、ゴぜ ンタチバ ナが其数 を増 加 し、

ヤマ ドリぜ ンマ イ、トク サ等 の陰 灘 生植物 を混ず るに至 る。

特 に本 調査地 は エ ゾ イ ソツ ツジ、オクク ロウ矛 ゴ、イハ ツ ツジ、 オ ホバ ス ノ キ、

コ ケモ モ等 の灘 地 の特徴植 物 を生 じ局 部的 には ミヅゴ ケ を生 ず る も附近 一帯 は

罹災 前相當 の老齢 林 分 に し て、林 内灘地 化 し本 演 習林 エ ゾマ ツ・ ト ドマ ツ林型 の

第 二平 坦 林下部 に相當 す る区 域なりI)。

以上焼 跡地 各調査 地 の 内、現 在 の無立 木地 、山火 後漸 く成立 せ る幼 齢林 及焼 残区域

の 三者 につ きて、地 表植 物 の調査状 況 を林 況別 に比較 総 括 すれば 第 六表 の 如 し。

植 物総数 は無立木 草生 地 に於 て最 も少 な く、僅 か に13種 な る竜、罹 災後・林 木 の登

生 す ると共 に植物 数 を増 加 し、特 に調査地IIの 如 くエ ゾノダ ケガ ンバ を生 じた る稽

灘 氣 多 き箇 所は 多数 の陰灘 生植 物 を生 す。

1)演 習林報告第一號



第 六 表 焼 跡 地 植 生 調 査(区 域調査地)
(lg30年8月 調 査)

ウサ ギ シダ

ワ ラ ビ

ヤ ・マ ドリゼ ンマ イ

ト ク サ

フサ スギ ナ

スギ カ ヅ ラ

ヒカ ゲル カ ヅ ラ

ア ス ヒカ ヅ ラ

ウチ ワマ ン ネ ン ス ギ

タチ マ ン ネン ス ギ

イ ノ、ル カゞ リヤ ス

カ ラ フ ト ドジ ヤ ウ ソ ナ『

エノ カハ ズ ス ゲ

ミヤ マ ク ロボ シサ ウ

マ ヒヅ ル サ ウ

エゾ チ ド リ

キ ソチ ドリ

ヒメ イチ ゲ

ト ガ スク'リ

エヅ イチ ゴ

タ カ ネナ ナ カ マ ド
、

マ ノレバ シモ ツケ

コ ミヤ マ カタ バ ミ

ヤ ナ ギ ラ ン

ホ ソバ ル ダ ケ

ェ ゾ ナホ バ セ ンキ ウ

ゴ ゼ ン タチバ ナ

ヒメ シヤ ク ナ ゲ

エゾ イ ソツ ツ ジ

オ ク ク ロ ウ ス ゴ

イハ ツ ツ ジ

ナ ホバ スル キ

コケ モモ

ミヤ マ フ ス レナ グ サ

タ チ コ ゴメ グサ

リ ンネサ ウ

エヅ ニハ トコ

ヤ マ ノ・ハ コ

エソ ルチ チ コ グサ

ェ ゾヨ モ ギ

カ ラフ ト ミ ミカ ウ モ リ
サ ウ

ヨブ ス マサ ウ

カ ラ フ トヤナ ギ タ ン ポポ

エ ソ ム ラサ キ 昌 ガ ナ

ナ ホ チ タカ ラ カ ウ

カ ウ ゾ リナ

キ ヲ ン

ハ ン ゴ ンサ ウ

ァ キル キ リ ンサ ウ

計

コ ケ 類

ミ ヅ ゴ ケ

倒 木

備 考L番 號は演習林報告第 一號44頁 植物 目録番號 な り

2一 記載方 法は演習林報告第一號1:糠 る
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前代森林の状 況が罹災後の植物数及発生 状況に大なる影響 を及ぼせ ることは 各調

査地 を通覧レて知 ることを得。

焼 残区域の林縁附近は山火の爲めに急に馨 閉疎 開 し、叉は直接火力の影響を受 けた

るも林内には顯著な る植生攣遷 を認めず。

而 して ベル ト調査及其他 の調査地を通 じ、イハ ノガ リヤス、エ ゾイチゴ、ヤナギラ

ン、ヤマハハ コ、エ ゾノムラサキニガナ は顯著な る焼跡地特徴植物 にして此等は上方

に林 木の生ず るに件ひ頻度及被覆度 を減 少す と錐 も、山火後廿数年 を経過せ る現今に

於 て猶幼齢林内 に其悌 を留めた ウ。

エ ゾカノ・ズスグは焼跡地 一般に生ず るも林 木生立後其藪 を増加す ると共 に其頻度、

被覆度 を増す傾 向あ り。 マ ヒヅルサ ウ、リンネサウ、ゴぜ ンタチバ ナも焼跡地全般に

発生す るも相當庇蔭あ る事 を最 込良好なる生育條件 となすが如 し。

エゾイ ソツツジ、マノンバ シモツケ、ヒメシヤクナゲ、オクク ロウス ゴ、オホバスノキ、

コケ毛モ等 の小灌木は地形並に焼残せ る林木 の状況等 よう察するに、 前代森林の灘

地化せ る部分に生 育せ し ものが残存せ るものに して、山火 に ようて一時に林木の疎開

をなすも此等林内の地表植物 には急激の縫遷 を起 さざ るもの と認め らる。

焼跡地が次 第に林木 を生ず るに到り て陰灘生植物の増加せ るこご込、又各調査地 を通

じて認め らるる事實なり 。

本調査地 の コケ類 に就 ては頻度及被覆度共 に一般林内より 減少し、特 にPolytrichum

多 く生 じ、Hypnum,Hylocomium,Dicronμm等 の林内に普通な る種屡は殆ん ど見 る

乙となし。唯 ミヅゴケ類(Spagnum)の 存在 は前代森林内の灘地化 の遺物 と見 るべ き

ものなり。腐朽倒木 は焼残 して存 在するも一般 に林 内 よう少なし。

之 を要す るに 山火後二十藪年 を経過せ る植物状 況 よう見 るに、 山火の爲め一時 に

疎 開して 所謂焼跡地特徴植物の急激 な る侵入を見た る竜、 猶 山火前の森林地表植物

に急速なる変化 を起 さす 相當長年 月間 前代森林 の植生の特徴を残存 乙、上方が再び

庇蔭せ られ残存植物の生育 に好適 なる條件 とな るに至 うて更生 し、叉は陰灘生の植物

の優勢 を示 すものの如 し。



I6

第 五 表 焼 跡 地 植 生 調 査

備 考L番 號は演習林報告第一號植物目録番號



I7

(ベ ル ト 調 査)
海 抜 高149乃 至168m

総 延 長3000mに つ きloom毎 の 平 均 を示 ナ

(lg31年8月 調 査)

2・ 記載方法ltva習 林報告第一號 に捺 る
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第 五 節 林 木 生 育 の 状 況

上述せ るべPtト 調査 及び6箇 所の匠域調査地に於け るエ ゾマツ・ トドマツ・ グイマ

ツ、エゾノダケカンバ、ヤナギ類等の各林木につ き其生育状 況を調査せ るに稚樹生立

本数は次表の如 し。

第 七 表(一)稚 樹 本 数 調 査(・g3・ 年8月 調査)

備 考:本 調査地i:は 樹高2m以 上 の ものな し。



第 七 表二(二)稚 樹本数 調 査(・g3・ 年8月 調査)

Ig
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第 七 表(三)稚 樹 本 数 調 査(・g3・ 年8月 調査)



第 二 圖

焼跡 調 査 地IV

エゾ マツ・ト"マ ツ林



第 三 圖
焼 跡 調 査 地V

グイマツ林



第 四 圖
焼 跡 調 査 地VI

嶢痩践域



'21

前表の稚樹数 を見 る時 は、焼跡地 べ〃 ト及び調査地1の 草生地に於て もIha當り

797乃 至2cg6本 の稚樹 の生立 を算 し特 に其中に エゾマ ツ稚樹多 きは留意 すべ き事

な う。

調査地Iは 最近 の山火に罹れ る箇所 にして地表植物 も種類少な く、頻度、被覆度

の低 きと共 に稚樹 も又甚だ少 なきものな う。

調査地II,調 査地III,調 査地IV,は 共にIha當 うの稚樹3000乃 至4000本 の多

歎 を有 し、調査地Vの グイマ ツ林及調査地VIの 焼残区域の如 く相當馨閉 を保持す

るものはIOρ ∞ 本 内外 の稚樹 を有す るに至 る。

樹種混淆 歩合は調査地II(エ ゾノダ ケヵンバ林)の 如 き特 殊なる立地 を除 く外は

澗葉樹の混淆 歩合比較的少 し。 是 よ う観れば 一時 に疎 開せ る森林に於て特殊 の場合

を除 きては 潤葉樹 類が直に先 入樹種 として必ず しも 初代の森林 を形成するものにあ

らざ るものな らん。 叉前代森林 を構成す る樹 種が 山火後新 に発生 す る稚樹 に大な る

關係あるは各調査地 に於て夫 々見 ることを得 る庭なり。

稚樹の大 さに就 ては、樹高2m以 下のもの多数 にして・ この樹 高2m以 下の稚

樹 も各調査地 に於 て樹 高2m以 上 の林木の多 く生立せ る場合 に多 し。例へば調査地

IIに 於て良 く陽光の地 に生育す る エゾノダケカンバ が相當の庇蔭下にも生立せ る

を認 むるが如 し。

稚樹の分布状況は甚だ し く集 團的な う(第 二圖,第 三圖,第 四圖墾照)。 二叉焼残区域

の林縁方向 ご稚樹発生 この關係に就 ては 明か に之 を認むることを得ざるも、北面林

縁は発生 條件良好 なるが如 く尤 も登芽床 即 ち 土壌地表植物等 の關係 に基因す ること

一層大な るを認む。

山火後生立せ る幼齢樹 につ き其生長状況を見 るに 直径及樹 高生長 に於て著大 なる

ものあ う。 前述山火罹災年決定の材料圓盤 に付 きて 罹災後の各一年 の年輪幅を測定

せ るに次表の如 し。
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第 入 表 エ ゾ マ ツ、 ト ドマ ツ山火 前後 の年 輪幅 比較

(Ig31年8月 調査)

計4本 平均o・215平 均()・514

山火 前 年輪 幅 二封 シ23g%



23

前表 によればエ ゾマツは山火後の年輪幅は山火前の年輪幅の8倍 、トドマツは9倍 、

グ/マ ツは2乃 至I2倍 の生長 をなした う。

叉山火後 に生立 せ る エゾマツ、 トドマツ、グイマツ の生長良好 なることは第五圖,

第 六圖 の樹幹 析解 圖の如 くにして、之 を馨 閉ぜられた る森林の林木の生長 に比較 す

れば(第 二十 一圖,第 二十二圖参照)、如何に森林 の疎開が林木生長に重大 なる影響 を

及ぼすやを認むることを得べ し。

グイマツ樹幹析解は調査地Vの グイマツ幼齢林附近 に於 て、エゾマツ は調査地IV

のエゾマツ幼齢林附近 に於て探集せ るものなるが、之 に様 るにグ/マ ツは樹齢20年 、

エゾマツはI6年 にして軌れ 竜罹災後5乃 至Io年 間に生立せ るものな るを知 る。

第 二 章 山 火 後 に 成 立 せ る エ ゾ マ ツ、ト ド マ ツ林

第 一 節 調 査 地 の 位 置、地 形 及 土 壌

前述の如 く本演習林は到 る庭 に山火 に よる炭化物 を登見するも、其中にて山火後の

林相遷移の最 も明白な る箇所、即 ち第十二林班,第 十三林班及第 十四林班の三叉林班

界より 、第十三林班 と第十四林班の林班界に沿 ひ紳居澤 に至 る迄 のI400mを 調査地

に選 定せ う(第 一圖参照)。

本調査地 は地形極めて平坦、三叉界(第 十二林班,第 十三林班,第 十四林班 の交點)

より次第に神居澤に向つて低下 し、延長I400mの 間にて 海抜高177mよりI67m

に低 下し、其高低 差僅かにIomなり 。

此区域 に於てエゾマツ 、 トドマ ツ林 の状況 に著 しき相違あるため、林型 を二箇 に

別 ち壮齢 林 を林 型Iと なし、老齢林 を林型IIと して調査区域 を別 ちブab。

第 九 表

区 別 林 種 植生調査 の延長 海 抜 高

林 型1壮齢 林800mI67乃 至170m

林 型1老 齢 林600mI70乃 至177m
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林型Iは 神居澤に洛ふ適潤 なる地域にして土壌は比較的淺 く、深 さ20乃 至30cm

にて石礫 に達 し、粗腐植 土の堆積、腐朽倒木 の少 きことは林型IIと 比較 して明かに

認め らる。

林型IIは 林型Iの 南に連続 す る区域に して本演習林植生調査第二平坦林下部(演

習林報告第一號II頁 参照)に 相當し、 粗腐植質の 堆積 厚 く、局部 的に灘地化せ る

区域あbて 土壌 條件 も植生調査 第二平坦林下部区域 と殆ん ど同一なりI)。

第 二 節 山火による嶢残物の状況及林況一般

本区域 に於け る山火 による焼残物の状 況は 既に其概略を述べた る如 く(第 一表,第
`
一圖参照)林 型Iに 於 ては 炭化物は 地表粗腐植土直下に登見せ られ、 腐朽倒木に

して焼熾 せ られた る痕跡 あb、 尚ほ地下15乃 至20cmの 深 さの灰白色土中に再び

多数 の炭化粉 を混 じ、炭化物は 上下二層をな し二回の罹災を示 ¢。 而 して林型II

に於 ては、此山火 による炭化物は輩に地 中深 さI5乃 至20cmに 於 て登 見せ らる、

之れ林型1の 下部炭化物層 に相當す るものなれば、第二回 目の山火 を被 らざるもの

な う。

これ よう観れば 林型1,林 型II同 時 に山火 に罹b、 林型Iは 共後更に第二回 目

の山火に見舞はれた るものな う。

林 況は林型Iに 於て極めて一齊の同齢径級 の壮齢 林 に エゾノダ ケカンバ を生 じ、

所 々に直径特別 に大なるエゾマ ツを混 じ、地表植物数 少な く、粗腐植 土層薄 く土壌 の

裸出せ る箇所 もあるも馨閉密なり 。材積はIha當り2gofMに して前生樹 少し(第

入圖,第 十表,第 十五表参照)。

而 して林型IIは 林型Iに 比 し極めて老齢 にして 既に頽腰の域 に達 し林内所 々に

腐朽木 を認め局部は疎 開 し前生樹 の生立せ るもの多 く、所 々に土地の灘地化 せる区域

あ 外 斯 る所 には低灘地の特徴植物た る オクク ロウス ゴ、オホバ スノキ等 を生ず。

Iha當'b450fm(第 九圖,第 十一表,第 十六表参照)。

1)演 習林 報告第一號20-21頁 参照














































